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哲 学 三註
巨ヨ 衝

ペー・ヤー・チャアダ←エフ

外 Ji! 手控 男訳

解読(1 ) 

ピヨートル・ヤーコヴレヴィッチ・チャアダーエフ (circa1794-1856) 1)の八編から

成る哲学書簡を訳出するにあたって， 以下において書簡の成立事清，テキストとその出

肢の過程などにつき略述するお

「哲学書簡Jと題する本書の表題よ， チャア夕、ーエフ自身の原稿には見当らすJ誰が
何時名付けたかについては従来不明とされていたがペ 1928年にチャアダーエフの新

たな書簡の原稿とともに発見さhた， 読むビヤゼムスキー(口.A. D5I3eMcKH員〉あてり

手紙によって，チャアダーエフ自身の命名によるものであることが明らかとなった。心

しかして書簡体で書カ通れた本書が誰に怠てられたものであるかについても， 後に i哲

学書簡」を出版したガガーワン(I1.C. faraplm) と， ゲ、/レツェン (A.I1. fepueH)が

それぞ'，h推i賢Ij したところであるが~)今吾で;土これがノミノーヴァ CE. 江. OaHoBa) とい

う一夫人にあてられたものであることがわかっているの.

18:26年 7月，九三年にわたるヨーロッパの誌がら靖国したチャア夕、ーエフは，ブレス

ト・リトフスクで官憲の取調べを支;テ H. ツノレゲーネフ，ヤクーシキン， トルベツ

コイ，ムラヴイョフ・アポストル元弟ら， 授の友人であるデカブリストとの関採などに

つき試問されるが九 8月:26日〈露雷一以下向じ)釈設されてそスアワに，)吊るも当局。

1 ') チャアダーエブの生年については， 17匁年， 1793年， 1794年， 1796年などの異説があるが，大百

f'tーはじめ今日研究書の多くは1794年説をとっている. これは彼の系図，出生証明書，元老誌記録などに
もとずくと思われるが，ケネーの詳しL、考誌によれ;乙筏の生年を確証するにモらぬ.
cf. Charles Qu色net，Tchaadaev et les lettres philosophiques. Contribution a 1'etude du mouve-

ment cles ic1毛esen Russie， Paris， 1931， LXV-LXVIII 

2 ) 従ってここでは書簡の成立に宅るチヤアダーエフの楕神的・知的発畏については触れぬ.

3) CM. Co~nIHem慌 H nHCbMa n.兄 4aa，ll.aeBano，ll. pe，ll.. M. feprneH3oHa， T. 1， M. 1913， CTp. 
368 CfeprneH30Hの解説〕
4) CM. <<JIHTepaTypHoe HaCJIe，ll.CTBO>)， T. 22-24. M. 1935， CTp. 10 (llIaxoBcKo誌の解説)(<3a-
rJIaBHe Moe註 KHHrH6bIJIO 6bI TaKoe <<$IVIOCO争CKHenHCbMa， aぇpeCOBaHHbIe，ll.aMe))， <<Lettres 
philosophiques， ac1ressees a une dame>>. 

5) ガガーリンは E.H.オノレログァを， ゲノレツエンば E.f.レヴァショヴァを推貝IJLtこ. cf. Heinrch 

Fall王 (S.J.)， Das vVeltbilc1 Peter J. Tschaadajεws nach seinen acht“Philosophischen Briefen"， 
:¥Iunchen， 1ヲ54，p. 29 
6 i ガガーリンとゲノレツェンのと呉りを指摘し，八ノヴァ夫人の名を最初にあげたの中ジハレフであるゥ

d. Quenet， op. cit.， p. 95 なおチャァ〆ーユフ心携であるジハレプ CM.11. )1匂xapeB) については
COlJHHeHH兄 HDHcbMa， T， 1， CTp. m '"'--'古参照
7) この間の事情を示す資料としてヰ伎の供述者，元あての手紙などがある CM.<<JInrepaTypHoe 

HaCJIe.ll.CTBO>>， T. 19・21，1934， cTp.16-32; Co可況HeHH究沼口HCbMaT. 1， CTp. 67・72
(供述書についていえば，後資料は前資料を簡略fとしたものである〉
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監視下におかれ 9月以降はモスクワを離れてその伯母たるシチェルパートヴァ CKH.

A.M.国ep6aTOBa) の持村に三年余にわたる拡高の生活を送ることになる.

前述のパノーヴァ夫人は当時夫とともに近くに往んでおり， チャアダーエフはここで

彼女と知り合ったわげで、あるめ.ローンギノフ (M.H. JIOHrIIHOB) のいうようにチャア

ダーエフが後女を愛していたかどうかについては疑問があるが汽伎が《しばしば彼女

に会い，そのことに慰めを見出して》ωL、たことは事実であろう.いずれにせよこの《

吉らを取巻く空童な感じに悩まされていた>>10パノーヴァ夫人が，モスクワに婦ってか

らチャアダ、ーエブにあてた次のような手紙が 12)授をして「哲学書簡Jを書く直接のき

っかけを作ったことは確かで怠る.

お手紙をさしあげようと豆、いましてからかなりの時がたってしまいました. ご迷惑

にはなりますまいか， あなた様はもう私のことなどいささかのご関心もお持ちになっ

ていらっしゃらないのではないかと案じて，筆をとることをためらっていたので、ござ

いますが， これが多分最後のお手祇になるだろうと考えまして，ここにこのお手紙を

お出しする決心をいたした次第で、ございます.

つらいことではございますが，私は昌分がもうあなた様のかつてお示し下さいまし

たご愛顧を失ってしまいましたことを存じておりますし， また私が宗教について学び

たし、と中しあげました時に， あなた様がそれを私の本当の気持ではないとお思いにな

られたことも存じあげております. このことは立にとりましてこの上なくつらいこと

でございます. たしかに弘には短所がございますが，偽りの見せかけをするなどとい

う考えが立の心に生じたことは決して決してなかったということだげはお信じになっ

て下さいまし.私はあなた誌がどんなにか深く宗教上のお考えに没頭なさっていたか

を存じ島げておりましたので， あなた様のお人柄に対する敬援と深いご尊敬の念から

宏、もまたあなた撲と同じ考えに尊念せねぽと豆、うに至った次第で、ございます.そして

私にとちましてかくも新しい感情に身を委ねました時，私は自分の気持からすべての

熱意と惑激とをもってそれに打ち込んだことでございました.あなた様のお話なさる

のを聞いておワます関，私は信仰を持っておりました.その時の私には自分の確告が

完全で向一つ欠げるところのないもののように思われたのでございます.それが島と

になって一人になってみますと， もろもろの疑惑がおこってまいりまして，自分の心

がカトリッグに傾いたことが悔まれるようになってまいったので、ございます. と申し

8) Co明日夜湖沼口釘CbMT. 1， CTp. 201 (1837年 i月78付瓦.M.江blHCKH益あて手紙〉
なお，パノーヴァ夫人については， M. repllIeH3oH. O.兄.4aa，llaeB. )!Uf3Hb H MbI出足eHHe，cII6. 1908. 
CTp. 202-203; <<JIHTepaTYPHoe HacJIeぇcτBO>>，T. 22-24， CTp. 10・12;む吟net，op. cit.， pp. 94-95; F alk， 
op. cit.， pp. 29-32を参無.

9) ケネーはこれを否定している.Quenetヲ op.cit.， p. 94 
10) Co羽 HeHH冗沼口HCbMa.T. I. CTp. 201 (前記 UblHCKH負あて手紙)
11) (<BecTHHK EBPOIIbI>>， 1871， 9， p. 15， n. 2， cf. Qu主主let，op. cit.司 p.94 
12) このパノーヴァ夫人の手紙〈原文フランス語〕は，ゲルシェ γゾンが，その著 O.見.OaaぇaeB，

}KH3Hb H MblllIJIeHHeの中に収め CCTp.201'"'-'202)，後に COQHHeHH兄 HOHcbMa中に再録している.

(T. 1， CTp. 372-373) 
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ても私には， あなた援が間違っていらっしゃるはずはないということを， くりカ￥えし

自分にL火、きかせる以外にfpJの石室吉もござ¥、まぜんでした.そしてこのこと広， 主こ

と私の信仰に大きな力をおよぼしたことでござい主ずし，その動機と申しますのは心
ユマ y 

f六から人間的なものだったのでございまナ. 自分の力でぽどうすることもできませぬ

こういったもろもろの忠清が私の建衰をいちじるしく損ね， たえざる焦設と自分自身

に対する不満の中に身をおいていたと串 L主寸なら連乙 私がご、とく誇張主し狂気じみ

てもいるようにあなた様にほ見えるかヰ知j-;】主せぬ・・・あなた様;ヱその生支 J~ーなが

ちのお気賀の中に厳しいものをお持ちでナえの・・・私はあなた様が私どもの社会か

ら今までよりも遠のいて行かれることに交付いて辻おり主したが，そのわげをお察し

申すことはできないでおりました. この点につきまして，あなた様が私の宍に申され

ず二一言が立を立つとさせたのでございます. 自分があなた様i二与えた印象を考えて私

がど"kc¥まど苦しんだかは申しますまい. そ-f"!J主主三二常日頃世の人々の考えをあなとっ

ていたことに対する，苛酷ではござい主ナがE当といわね;まならぬ罰なのでございま

すもの・・・しかし今や筆を七、かね;ごなりませ山.二ナこしてこのお手紙により主 Lて

官、が決して諮りの見せかげをしだり， 点:十二子二様ア7三友誼己主Tして何かー?を演ピアこし、な

どということはいささかも考えなかったといろことを， あなた様に御治得していただ

けますかどうか. もし私があなた様のご諸活を央ったといたしましだなら，それ辻こ

の世の何物でもうめあわせることのできtむことてござい主す L， たとえ私がこのよう

な不幸に魅入られるようなことは和一つしなかったのにと考えてみましでも，あきら

めきれぬものでございます. おさらごでございます. もしお返しのお言葉をいただく

ことができましたなら， どんなにか嬉しいことでございましょうが，そのように自分

で自分を甘やかすことはいましめねゴなりま寸主い，

C. Panoff 

チャアダーエフの第一書簡が以上のパノーヴァ夫人の手紙をきっカペ十として書カ'1.tた

ことは事実でありき またそのように考えてユじめて哲学書簡の冒頭ゃ末産が理解される

のであるが 13)少なくとも第二書簡以後は律女は書簡の執筆に当って何如なる役割をも

果して(;t"、ない 14)そして第一書簡といえども，執筆の期間中i二チャアダーェフが夜女

の夫に貸した金銭上のトラブノレからノミノーフ夫妻とり交擦が断ナこれるにおよんで結高，

書簡は後女に送られることなく， 15) 1836年，ナジェージンの編集する「テレスコープJ

15号に無署名で発表されたので、あった 16)

この「テレスコープ J に掲載された第一書笥はチャアダーエフの生前に出版された唯

13) ゲルシェンゾンはこの事実を強調している.feplll.eH30H. op. cit.. p. 66 
14) コワレはこの点を強調する.Alexandre KoyrιEtudes sur l'histoire de la pensee philoso・
phique en Russieラ Paris今 19ラ立 p， 20， n. 1 

1ラ) COQHHel磁気 HnHCbMa， T. 1. CTp. 201 "，，202 (1837年 i月7日付九M.日bIHCKH員あて手紙〉
16) Co朝日eHHHH口HCbMa，T. 11， CTp. 3"，，20このテレスコーフ1こ掲載された哲学書簡はゲルシェ γ
ゾンによって C01JHHem但 HnHCbMa， T. 11. CTp. 3..-...-20に収録されている.
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ーのものであるが， ロシア語の醗訳であり， しかも少なからぬ削除を有する. しかして

その訳者が誰であるかについて辻今日まではっきりされていない.すなわち，ゲルシェ

ンゾンはレムケの研究にもとずき，資料的根拠はないが伝えられるところではこれが，

ケッチエル(日.X. KeT可ep) の手によるものであるとしている 17)これに対しシュクヲ

ノフは最近出張されたその著書の中で、ケッチエル説を斥け， これがベリンスキーによっ

てなされた旨強調しているが 18)ともすれば強引ともみられるその主張には十分な裏付

けがあると ~ì¥，、い難い.

さらにこの第一書簡がテレスコープに載るにあたって，それがナジェージンのいうよ

うにチャアダーエフ岳身の希望によるものであるか， それともチャアダーエフが後に兄

あての手紙に述べているように， 彼自身の知らぬ間に印刷iに付されたかについても疑問

なしとせぬが19)チャア夕、ーエフがその一連の書簡を以前から出版せんとの意図をもって

いたことは事実であり 20)しかもそれが一つの使命感に由来するものであっただけに213，

テレスコープ掲載にあたりチャアダーエフ自身関与するところがたとえなかったとして

も， このことは単に彼が検関を考慮、して圏内での出肢が難しいと考えていたからで怠っ

て 22)出版の意図を根本から否定するものではない.

その後1860年，すなわちチャアダーエフの死後四年して，彼と生前から親交のあったガ

ガーリン2めが， フランスの雑誌 <<Correspondant>>vこ， くくTendancescatholiques de la 

societe russe>>と題する一文を寄稿し， この中に第一書簡のオリジナノレなフランス語の

テキストを収めた， また同年彼はパりとライプツイッヒで同じタイトノレの小冊子をも発

行している 24)これを後に言及するガガーリンの編集せるチャアダーエフの選集と比べ

るとスタイルの上で十四箇所の相違が見られるが 25)後に述べるシャホスコーイ版と比

べてみても省略はなく 26)テレスコープに掲載された第一書簡よりはるかに勝っている.

翌 1861年にはゲノレツエンがこのガガーリン坂とは関係なしに， Iテレスコープjにの

った第一書簡を「パリヤールナヤ・ズヴェズダー」の第六書に転載した 27)

しかしその後ながきにわたってチャアダーエフの著作集として用いられたのは， 1862 

年にガガーリンが発行したくKOevreschoisies de Pierre Tchadaief 2fJ)抑制送espour la 

17) TaM淑e，T. 1， CTp. 376， T. 11， CTp. 3 
18) 口.c.立IKypHHoB，D.兄l.Jaa.ll.aeB，M. 1960， CTp. 24-----26 
19) Co可HHHH匁 HDHcbMa， T. 1， CTp. 203-204. CM. TaM )Ke. CTp. 206 (11.瓦.克KyIllKHH島て手
紙〉なおこの点についてはケネーの詳しい考証がある Quenet，op. cit.， pp. 226-230 

20) COqHHeHHe H口HCbMa.T. 1， CTp. 161-----162 (1831年6月17日 7月78付 A.C. DyIllKHHあ
て手抵) CM. rep回出30H，TaM )Ke， CTp. 134-135， Falk， op. cit.， pp. 36-37 

21) Co可抗日eHH匁 HHHcbMa， T. 1， CTp. 161 (前記 DyIllKHHあて手紙〉
22) TaM )I{e， T. 1. CTp. 203.， 206 
23) 11. C. rarapHH 0814-1882)， K限 3b1CeHaTop Cepre負託BaHOBHQの患.外交官.後(後自身
の言葉によれば〉チャアダーエフの影響もあってカトリックに額き，イエズス会員となる・彼について
は <<3BeHb兄})T. V， M一九 1935.CTp. 208及び Quenet，op. cit. p. XI， n. 1参照.

24) CM. <<J1HTepaTypHoe HacJle瓦CTBO>)T. 22-24， CTp. 6 
25) Qu毛net.op. ci t.， P. 102 
26) <(J1HTepaTypHoe HaCJle.ll.CTBO>) T. 22-24， CTp. 6 
27) TaM )I{e. 
28) チヤアダーエブの名のオートグラフについて誌ケネーの考証がある. Quenet， op. cit.， pp. 
LXIII-LXV 
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preml会refois par le P. Gagarin de la Compagnie de Jesus， Paris-Leipzig>)である.

これは表題の示す如く選集であるが，哲学書簡についていえぽ第ーから第四までの四編

をおさめている.Lか Lこれは後にゲノレシェンゾン29)やケネ _30)によって推測され，シャ

ホフスコーイく，ll..H. WaXOBCKO跨 31コによって明らかにされたところの，次の如き大き

な誤ちをおかしている.すなわちこのガガーリン販の第二，第三書簡は，実はチャアダ

ーエフ自身によって番号づ庁られた八書簡中の第六，第七書簡に相当するものであり，

しかもガガーリン販の第四書簡ほ 7哲学書笥」のシリーズには入らぬものである 32)に

もかかわらずこの選集;ヱローンギノフによってその出版が伝えられるや 33)そのかなり

の部数がロシア菌内にひそかに持ち込主，h， 34)四十年以上にわたってチャアダーエフの

唯一の著作菜としてその役割をつとめたのて、あった 35)

ロシア国内において「哲学書簡J の発行が詐されるようになったのは 1905年の革命

以降のことであり，そhまで:ヱわす、かにプイピン (A.H. DblmIH)が 1871年に発表 Ltニ

論文36)の中で， このガガーすン肢にもとずいてチャアダーエフの言葉を引用するにとど

まり， 1901年にポグ、チヤノレスキー〈口.兄 6oryt.IapCKH詰)がその著めの中に I哲学書

簡」の露訳を入れんとしたが詳されなかった.

「テレスコープ」以後， ロシア昌子ヲで 7哲学書簡j が出版されたのは漸く 1906年に

なってからである. この年ゲルシェンゾン;主 7哲学と心理学の諸問題j誌上にガガーワ

ン販の完訳を掲載したが 19i通年に;主そ心著「べ・ヤー・チャア夕、、ーエフ， 生涯と思

索Jの中にもこれを再録しているりかかる出版事局の好転;主これ以外にも二つの出版

を39)可能にしたが， し志か￥しこjれLら;工土いず

絞の蓄穣葉訳でで、あつて， 新しい資料にもとずくもので;工なかったのである 4の

29) rep出 eH30H，TaM )I{e， CTp. 64~ 72 
30) Qu毛net，op. cit.， pp. 101'" 10ヲ
31) 1861年に生まれる. KmI3b，労働解放ET，カデットの創立に参加L，1906年の第一国会には書記
をつとめた. 1918年に江，モスグワにおいて反革命自体の <<COI03B03pO)I{6eHH匁》の創設に関係した.

1934年頃には文学関誌仕事iこ実りチヤアダーエフ;こ閉する新しい資料の充見，詔介，重要訳に当っている
が， まもなく手亡んだらしし、 ct.Falk.， op.じit.ラ pp.10-11 
32) <<JIHTepaTypHoe HaCJIeJJ.cTBO>) T. 22-24， CTp. 9このガガーリン寂の第四書簡は古代建築とキ

リスト教について論じたもので，これは第一書簡に先立って1832年「テレスコープJ HO. 11 ~こ <<He可TO

H3 nepenHcKH N N (C中paHUy3Koro))) と題して発表された.この「テレスコープjにのった文辻，
f去にゲノレシェンゾンが Co可HHeHH兄 HnHCbMa， T. 11. CTp. 20-25 vこ再録している.
33) これは1863年 ((PyCCKH註 ApXHB))に紹介さ，れた.

34) <<JIHTepaTyHoe HacJIe江CTBO>)T. 22-24， CTp. 6 
35) CM. <<3BeHb兄))T.V. CTp. 208 
36) これは《口po5IBJIeHH兄 CKenTHUH3Ma.4aaぇaeB>>と題し <<BeCTHHl王 EBpOnbI)} ~こ掲載された.

37) <<TpH 3ana，llHHKa COpOKOBbIX roぇOB(訂.兄.4aa，llaεB， B. r. oe.;'IHHCKH諮HA. H. repueH)>> 
38) M. feprneH3oH， n.兄可aaJJ.aeB.)KH3Hb H MbIIIIJIeHHe， cn6. 1908. CTp. 204----278 
39) そのーはc.n. ，UeHHKeの鶴訳で190o年カザンて、出版されたが，第一書簡は「テレスコープ」

の転載でJsり，第二，第三，第四間;ヱガガーリン医の語訳である， 他は1908年モスクワで、出た KH.M. 

M. lUep6aToBの若 <<0nOBpe)I{，lleHHe HpaBOB B POCCHH-n. 4aa，llaeB.φHjl0CO争CK沼enHCbMa H 
AnOJlOrH兎 cyMaIlleぇrnero>)こ葉署名の黙去で収められた.なお雑誌「スラヴ文化研究J1 (1958秩)

iこ掲載された安井氏の第一書簡の額三尺江， ころカザ‘ン!張り主主「テレスコープ坂J) とガガーリン在に
よるものである.
40) CM. <<.nHTepaTypHoe HaCJle，llCTBO>) T. 22・24.CTp. 8， COHHHeHH完 H nHCbMa T. 1， CTp. 368 
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その後ゲノレシェンソンはツ/レゲーネフ元弟のアノレヒープの中にあった第一書簡の原稿

を発見し， ガガーリン版や先の「哲学と心理学の諸問題J~こ搭載した自らのロシア語訳に

幾つかの訂正をほどこして41とこれを飽の三編の書簡とともに1913年から翌年にかけて

自らが編集せるくくCOt.IHHeHH兄 HnHCbMa n.完.4aaぇaeBa>>に収めた 42)ゲノレシェンゾン

はこれを編集するに当って多くの資料の中から全「哲学書簡j の完全な原稿を見出さん

と努めたがそれ法結昂徒労に終り 43)のみならずこの「哲学書簡jのシザーズには入ら

ぬガガーリン販の第四書簡を再録すると L、う決定的な誤りをおかしたのであった，そし

てチャアダーエフ自身の番号付けによる第六， 第七書簡についても，ガガーリンの誤り

を諮襲してこれらを第二，第三書簡としてこの中になめたのであった 44)

しかしてこのゲノレシュンゾン販の不完全さと， それにもとずいて作られた《神秘主義

者，チャダーエフの{云説>>45)は，ょうやく 1928年に至ってシャホフスコイによってレ
ニングラードの科学アカデミーにおし、て発晃され 1935年に <(JhnepaTypHoeHacJIe.l(-

CTBO>)の第 22-24巻にJIIめられた，新たな五書笥の出現によって，決定的に覆えされ

るに至った. ここにチャアダーエフ研究は新たな局面を迎える 46)

これはチャアダーエフ自身によって番号付けられた八掃の哲学書簡の中から，未発表

だった第二，第三，第四，第五および第七書簡の五編をオリジナノレなフランス語ではな

く，シャホフスコーイの露訳の形で、発表されたものである 4，)従って本来からいえばこ

れをフランス語の原文と比較するという仕事をせねばならないのであるが，現在のとこ

ろそれができぬ以上，紛われわれは訳者たるシャホスコ一千の経歴， I哲学書簡j のヴ

アザアントの研究， チャアダーエフに関する著述などからして，彼の議訳を信用する{ま

かはあるまい 49)

シャホフスコーイの伝えるところによれば， これら八編のフランス語の「哲学書簡」

はすべてチャアダーエフ自身の手が加えられており，第三，第四，第五，第八書簡は完全

にチャアダーエフ昌身によって書かれ， 第六，第七書簡辻印罪Ijされたばかりの状態でチ

ャアダーエフの加筆訂正の跡をとどめており，第一書簡はよきコピーの状態で保存され

ている 50)だた問題になるのは第二書簡で，これはコピーとしても悪く，さらに冒頭の

及び Qu毛net，op. cit.， p. XI -XII 

41) COlJHHem班 HDHcbMa. T. 1， CTp. 368 
42) 第一書簡 CTp.74-----93第二書簡 CTp.94-----119第三書簡 CT与 119-138.第四書禽 CT予.138-----142 

43) rCpllleH3oH， TaM JKe， CTp. 71 
44) 従ってゲノレシエンゾン販によった勝田氏もまた最近出版されたその著においてこの誤りをおかして

いる"cf.勝田吉太郎「近代ロシア政治思想史J1961， pp， 914-----916 
45) Koyr毛， op. cit.， p. 19， n. 4 

46) この薪?こに発見された五書額に立到ってその内容を最初に論じたのは 3eHbKOBCKH註であり，つ
いで五oyrるもこれらをもとにその研究をすすめた.Qu色netはこれら新資料の原稿を見ているが (Que-

net， op. cit.， p. 101以下， 及び <<3BeHbH>>T.立l-IV，lll-IV， M-瓦. 1934， CTp. 397)， 1931年に発表
されたその著作でな，断片的に取りあげているにとどまり，書簡の番号も誤っている.最近に至って特

にこの新たに発見された五書簡に注弓して取り上げたのに Falkがある.
47) 従って Koyr毛は，このシャホフスコーイの露訳を再びもとのフランス語に隷訳するとし、う無駄

をせねばならなかった.Koyre， op. cit.， p. 54以下

48) Falkはいろいろ努力してみたが，ついにオリジナルなフランス語の写真版を入手することがで

きなかったことを嘆いている.Falk， op. cit.， p. 10 

49) cf. ibid. pp. 10-11 

50) <<J1HTepaTYPHoe HaCJIe.ll.CTBO>> T. 22-24. CTp. 9 
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部分が欠如している 5])L 注、しこの失われた r~r分 (i ， 1871年にジハレフ(M. 11. )KHxa-

peB)によってくくBeCTHHKEBpOfIhI>>の編軍部に引き渡された書類の中に入っていること

が発見さjし 52)ここに八編の書簡が一応完全な姿をとるに至った.

従って以下に訳出する 哲学書簡j八編は，第二，第三，第四，第五および第八書簡

については， この新たに発見された五編のシャホフスコーイによるロシア語の識訳を L

とにしたtのでえり， 第一，第六，第七書簡乃三編について止，ゲルシェン、/ン前九第

一，第二，第三書簡を底本としたものでiちる.

最後に書簡の書かれた年月日について言及寸ると，第一書笥はチャアダーエフ吉身に

よって 1829年 12月 1Elと記れており， これは正L¥.、ものと忠わhる ;;3)第二書倍に

は日付がない. し元主Lその中に， I;f.スポヲスとユーフヲテスに詑声が時誓き '54)とある

ことから考えて， これほ 1829 年 4~5 月の事件を指ずえのであり， 書穫の執筆もこの

頃から桧められたと考え Lる 55)第三書簡は 7H 1 Elとだけあって年三入っていな

い.しかし前述のジハシフ丹書類中のコピーには 1830年と去り t 1830年 7月 1sに張

が成ったと考えられる 56)第四書簡もまた日付がないが， ジパレフのコピー中にほ第三

書簡と第四書簡が同一♂写本に収められそれぞれ 6月 7月とあることたーら 54)第三書

簡に続げて，同じ頃執筆されたと考えられる 5->)第五書箆L日付がなく， これについて

は他の四編とともに 1830年中には書き上げられたと豆、われる， ということがL、ぃ得るす

べてである 59)

日付について特に問題となるのは，次の第六，第七書簡である.すなわち第七書箆の

日付は第一書簡に先立つ 1829年 2月 16日となっており， Lかもこれはカ、ガーリン肢の

みならず，後に発見された票稿でも同じ日ねーになってL、る 60)しカゐらほこれを以って，

この書簡が第一書簡に先立って書かれた独立の著作かと考えるならば， 余りにもしばし

ば前の書簡に言及することが多いことからも， そのようには考えられぬ.そして内容的

にも第六，第七書簡は前の五つの書簡に続くことからみて， 第七書簡が書き上げられた

のは， この書簡をチャアダーエフがプーシキーに資した 1831年春60以前のことであり，

第六書簡はその少し前に書かれたと考えられる 62)

51) 先に述べた Quenet番号の誤りの一国はこの事実による.

52) <<JIHTepaTypHoe HacJle6cTBO>> CTp. 9. 19-20 (二つの原稿の官頭と末屠の写莫を参照)
53) ゲノレシェンゾンはチャアダーエフの前述ツインスキーあての手紙などから，これは1828年中に書

かれ，この 1829年の日付は，書簡の最終的成積の時期だとしている. Co可HHeHHHH nHCbMa. T. 1， 
CTp. 368~369. しかしシアホフスコーイは，書簡の終りの方でチァアーダーエフが言及している芙

匿における「最近の改革jとは. 1829年毛月のそれを指するものであることを指摘している. (<瓦HTe-

paTypHoe HaCJle.1I.CTBO>> T. 22-24， CTp. 14 
54) TaM涼e，CTp. 23 
5ラ) TaM >Ke， CTp. 63， n. 10 
ラ6)τaM>Ke， CTp. 68， n. 13 
57) τaM >Ke， CTp. 14.しかし Falkはこれが見当らぬという， op. cit.. P. 33 

58) Qu毛netは第三書簡の日付を6月l司.第四書簡のそれを6月30日としている.cf. op. cit.， p. 109 
59) <<JIHTepaTyHoe HaCJle.zr.cTBO>>. T.22-24.， CTp. 77 n. 18 cf. Falk. op cit.， p. 33 
60) <<JIHTepaTypHoe HacJleぇCTBO>>.T. 22-24. CTp. 14 
61) COTIHHeHH兄 HnHCbMa， T. 1， CTp. 369 
62) <<JlHTepaTYPHoe HaCJle.zr.cTBO>>. T. 22-24. CTp. 14 
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第八書籍は前七書簡とやや謁子を異にし，全書簡の《フィナーレ>>63)と見なされるも

ので， これは少しおくれて書き上げ、られたものと考えられる 64)

しかしてチャアダーエフの1831年 8月1713付， プーシキンあての手紙には<<J'ai，mon 

ami， acheve tout ce que j' avais a faire， j'ai dit tout ce que j'avais a dire:>> 6めと

あることからみて， この頃には「哲学書簡J八編がすべて書き上げられ， しかもそれは

これら八編をもって完結したと克なすことができるものと考えられる.

第一書簡の訳出にあたっては，前に述べた通り， ゲノレシェンゾン肢のフランス語のテ

キストを底本としたが，惨辞上彼のロシア語訳をも参照したことをことわっておく.な

お( )内の語と下輔の注は特にことわりのない限り訳者が入れたものである.

書簡の末尾にある執筆場所 <<Necropolis>>(1死の都j) とはモスクワを指す 66)

哲学書簡

〈第一書簡〉

Adveniat regnum tuum. 

奥様.

私が気に入りもし，あなたの中で最も高く評価しておりますものこそ， あなたのその

飾り気ない芋重さなのでございます.お手紙をいただきました時， どんなに私は驚いた

ことでございましょう.お近付きになりました折に，私があなたのお人柄に魅了され

て，宗教についてお話申し上げるようになりましたのも， このあなたの愛すべきご資質

故でございました. (当時〉あなたの周囲の人々はごぞって私に沈黙を強いていたので

ございます.ですから，お手紙を頂載しました時に私の驚きがどれほどだったかをもう

一度お想いになってみて下さい.あなたは，私があなたのご性格についてどう思ってい

るかあれこれ推測されていられますが，私の申し上げ了ニし、ことは以上で尽きておりま

す.も誌やこのことについてこれ以上申しません.直ちにお手紙の重要な部分に立入る

ことにL、fこしましょう.

まず初めに， あなたがおっしゃるところの，ご健康を損ねさえするほどあなたを苛立

たせ，疲れさせるこの思想の中なる混乱は何に由来するものでしょうか.果してそれは

私どもの話合の悲しい結果でございましょうか. あなたの中に百覚めた新しい感情は安

らぎと平和をもたらすかわりに，苦悩と疑惑とを，そしてほとんど良心の苛責をすらも

63) Falk. op. cit.， p. 34 

64) <<JhITepaTYPHoe HaCJIe)J.cTBO>) T. 22-24， CTp. 14-15 
65) COllHHeHH兄 HITHcbMa. T. 1.， CTp. 161 
66) COllJmeHH匁沼 nHCbMa，T. 1， CTp. 368 
1 ) r御国の来らんことを」マタイ伝 VI，10
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たらしたのでLた. しかL立はそのことに整くべきでございましょうか. ~ へ、え，それ

はわが菌で1土すべての人の心と精神乃中にひそ主ぺ二存する，悲しき事態乃当然の結烹な

のでござし、ます. この国の社会の最もi吉J¥'、身分の人々から，主人の忠λのためだ(子存在

する奴隷に至るまで，すべてを動刀‘しているこれらの力の働きにあなた1居寸るほかな

かったので、す.

それにしても， どうしてこの力に這うことができたでしょうが.あなたほそのご資資

から衆人より抜きん出ていられ主すが， まさにそのような資貫が.あなたをしてその呼

吸する空気の悪い影響を弓 より受;十易くさせていたに遣いござい主せん.失干しをも顧スえ

ずに私があなたに申しあげた二言， 三言が，あなたを取巻いている環境の中であなだり

お考えを果して菌めさせることができたでしょろか. また私がこのわれわれの住んでい

る環境を清めることができたでしょうか.私:ヱ足長というものを子見すべきでしたし，

事実予知いた Lてもおりま Lた. ですカ込らこそ弘、土し;三し;五故意、t二黙りこんでいたわけ

なのですが，それによってあなたの魂に廷竺をLたらすところか，当7:1:乃汗;'f~と L てあ

なたを迷わせていたに違いないのです fそって，<-_， L私r入心の中位二言とるんでいる宗教

的感情がどのような苦悩を呼ひ、起こそろと， それ;土完全なまとろλi二梓るえのだと L、う

ことを確f言していませんで Ltこら， 私;工ただただ自分の刻中を悔んだことでござい主し

よう. しかし私は今あなたの心i乃宅を曇らせている雲ぷ， いつ品川乙プニカふたsとなってお
心の中に蒔かれた謹を育てることを:望んており主す. さらに私、二とりまして;主，自分。

つまらぬこ言，三言ーがあなたに影警を与えたということが， やがて;之;弘之7二ご自身の短

牲の働きによってより大きな効票を確宅にもたらナ保証乃ようにも豆、わjLるつで十.実

採，恐れることなくこの宗教上の考えがあなたにじ子守、起した惑清i二身を委ねることで

す.純粋な泉からは純粋な感情し元込湧くことがない0ですから.

外的な事がらについては， さし当ってJえのことをお知りになるだ;?で充分でございま
ユユテ

しよう.すなわち. (神・教会の〉単一世ということと，真理が次から次へと間断なく続

く聖転者に直接に受け継がれると L、う事実にもとずく至高の原理が，宗教の冥の精神に

一致しているということをお知りになればよいのです.何故なら十べては結弓は， この

世のあらゆる{合理的なカが一つの思想、に，一つの窓清に融けこむということ，そして人

々の間に真理の王患を打ち建てるべき一つの社会組織，すなわち教会を次第次第と形成

してゆくということに帰すのですから. これ以外の教義(土根本原理から逸脱していると

L づ事実だけからい救世主のいと高き祈りであるJ聖なる父よ，われらの如く，伎ら

もまたーっとならんことを 11)というお言葉の実現を拒否しこの世に神の王国が打ち

建てられることを望まぬことにもなるのです. だカミらと申して，あなたが世の人々にこ

の真理をお示しにならなげればならなL、とし、うわ(tで辻ありません. あなたの為すべき

ことは決してこのようなことではないのです. むしろ逆に， この真理のよってきたる原

理自体が， あなたの社交界にお庁る立場に鑑みて，あなたにご自分の詰仰の内的な光明

だttを見るように義務づげているのであって， 決してそれ以上ではないのです.私と致

1 ) ヨハネ伝 XYII，11聖書の百本訳では「これ我等のごとく，彼らのーっとならんためなりJとあ
るが，ここではあえて上のごとく訳した.
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Lましては， あなたの患想が宗教に向けられるに当って，あずかつて力があったという

ことは幸せなことですが， 同時に若し立があなたのお心に混乱を起こさせて，ながし、吾

で見れぽそれがあなたの信仰を冷すことになれば，それは不幸なことと申さねばなりま

すまい.

いつぞや私はあなたに， 宗教的感情を保つ最善の方法は教会によってきめられたすべ

ての'慣習に淀うことだと申しあげました.すぐれた精神がよく考え反省した上で自らに

課すこのような恭頗というものは，人が考えるより多くのものと秘めているものです

し人が神に捧ぐる真の奉社でもあるわけです.関係あるすべての義務を厳格に励行す

ることほど，人の精神をしてその確信を国めさせるものは島りません.のみならず，い

と高き叡知より発したキリスト教の議式の大部分は，それの示す真理を吸収することの

できる人々に対しては誰にでも真の力を持つものなのです. (この準見には，極めて一般

的ではあるがたった一つの例外があります.人が告らの信仰を大衆のそれよりもすぐれ

たものであることを自覚し，その信仰が魂をして島らゆる確信の源にまで遡らせ，同時

にそれが民衆の信仰と矛盾するどころかその裏付をすることが認められた時にだけ，そ

してその時にのみより大きな仕事に専念することができるように，外的な規律の遵守を

無視することが許されるのです.)。しかしながら，おのれの虚栄の幻想と理性の曇りと

をこの上なき光明と取り違えて，その光明が自分をこの一般的準則から免れさせている

と思いこんでいる人々こそ不幸と申さねばなりません. しかし奥様，あなたにとりまし
さ主主

てその性にかくもふさわしいこの謙譲の衣服を身にまとうこと以上に適したことがござ

いましょうか. このようにいたすことこそ，あなたの背立つ精神を鎮め，あなたの生活

に静かな喜びをもたらすということをお信じ下さい.

世俗的な考えにのっとって申しましても，知識の獲得と冥想のまじめな感動の中に魅

力を晃出すことのできる教養あるご婦人にとって，その生活の大部分を思索と宗札に捧

げること以上に邑然、な行為がございま Lょうか.あなたはおっしゃいましたね.ご本を

お読みになっている時にあなたがそこに克出される， ちょうど夕暮の美しい景色のよう

にわれわれの心を鎮め，この恐しくも味気ない現実から一瞬たりともわれわれを連れ去

ってくれるような，静かで真剣な生活の姿ほどあなたの想議力に詰りか吟るものはない

と. ところがこのような光景は決して幻想ではございません.このような魅惑的な想象

をどれか一つでも実現させたL、とお患いになるのでしたら，それはあなたご自身のお気

持次第ですいそのためにあなたに欠けているものは何もないのですから.私の申して

いることが決してきびしいそラんではないということをわかっていただけることと患い

ます.私はあなたの好みの中に，あなたの想像力のこの上なく魅力ある夢の中に，あな

たの魂に安らぎを与え得るものを見出そうとしているのですから.

生命の中には肉体的存在ではなし知的存在に関係のある面がございます.そして，

これを無視することがあってはならないのです. 肉体についてある一つの生活規則があ

るように，魂についてもそれがあるのですが，この規則に従うことを知らなければなり

1 ) この( )内の文章はテレスコープにのったロシア語訳では省かれている. (ゲソレシエンゾンの

注〉
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ません.そLてこのことが吉くから広く認められてきたことだということも私は存じて

います. しかしわが国で、叫しばしぼこのことが新しさという師誼を持っていると思うの

です. 詑の国では，ある点でt主われわれよりもはるかにおくれた氏族においてすら極め

てわかりきった莫理をわれわれがこれから見出さねばならないということは，われわれ

の特異な文明のもっとも悲しむべき特徴の一つだと思うのです.そのことはつまりわれ

われが， かつて一度たりとも他の民族と一緒に歩んだことがないということ，われわjノL

が人類という大京族の一員に属Lていないということ， そして東洋でも西洋でもなく，

そのいずれの{云統をも有Lていないということなのです.時の流れの外に置かれていた

われわれ法， 人類の苦遍的な教育と L、うものを受けていないというわけなのです.

わが国以外の国々を今司ある状態にまで到達せしめたところの人類の思想のこの糞く

べき詰びつき， 人民精神のこの歴史というものも，われわれの上に法制の影響をもおよ

ぼさなかったのでLた. 他の園々においては，長い時代にわたってまさに詮会と生活の

基礎を形作ってきたとこるのものが， われわれにとっては理論と居、弁にしかすぎないの

です. たとえば奥様，あなたのようにこの世の真と善のすべてを身につけるべくかくも
すベ

幸せにお生まれになり，魂のこの七なく甘美で純粋な喜びを手に入れる簡をすべてお知

りになるようにお育ちになったお方が， 率直に申しまして，そのような右手Ijな条件をお

持ちになられながら，一体どこまで到達されたというのでしょうか.人生というようも

一日一日を充実させるべきものを求めねばなりません.他の菌においては生きてゆく上

に必要な枠ともいうべきものがあって， この枠の中では逗自のできごとが実に自然に秩

存立って整理されますし， またこの枠は体が建棄であるためにはよ L、空気が必要である

ように精神の健康によって不可欠なものなのですが，こういった枠があなたがたには完

全に欠如しているのです. 今こう申し上げ、ていることがモラんの原理とか，哲学的な準

則といったことに関するものては決してないということはおわかりいただけると存じま

す.弘の申しておりますの中，心に安らぎを与え，精神生活に規律をもたらすところ

の，秩序立った生活，噴習，知性の型とでもいうべきものなのです.

ご岳身の身のまわりをご覧なさい.誰もがじっと落着いていないではありませんか.

まるてみんな誌をしているかのようです. ~it も一定の存在範囲を持たず，何につけ良き

噴習というものほ全くなく，境範というものがさらにないのです.一家団楽の中心がな

いのです.愛靖子共惑を呼び起し人を慧きつけるものとてなく，同ものも永く留まる

ことなく， すべては心の内にも外にも如何なる痕跡すらとどめることなく過ぎ去って行

くのです. われわれよ自分の家の中に住んでいながら，あたカ為も露営Lているかのよう

ですい家族の中にありながら異邦人のごとく，そして町の中に在人でいながら流浪の

民のようなものです. いや勺われわれが町に心惹カ寸Lる以上に，これらステップの放牧の

民法砂漠に愛着を持っていますから， 後らよりもわれわれの方がもっと遊牧的ともいえ

ましょう. どうか今申していることが取るに是らぬこととユお思いにならないで下さ

い. あわれな存在であるわれわれは自らの悲惨な状態に，自分で自分を誤認するという

不幸を付け加えたり，純粋に精神的な生活を希求したり;心、たしますまい. この与えら

れた環実の中で条理にかなった生き方を学ほうではありませんか. Lかし，はじめにわ
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れわれのこの留についてもう少しお話しいたしましょう. これが話題からはずれること

にはならないと思います. というものも， この前誌がないと私の串し上庁たいことがよ

くわかっていただけないかも知れません方ゐら.

どのような民族にも， はげしい動乱と熱狂的な不安の時代，考え抜かれた動機もなし

に行動する時期があります. このような待期には誰もが肉体的にも精神的にも世の中を

遍歴しているといってよいでしょう. こjれ工は民族の{偉章大な惑i情、言育言青i. 偉大な構想，偉大なi
熟の詩代に当ります. この詩期には諸民族i土，はっきりとした対象もなしにはげしい勢

で行動をしますが， だからといってこれが後位の子孫に何の結果をもたらさないという

ことにはなりません. このような時代をすべての社会改経て来たのです.そしてこのよ

うな時代こそ社会に対して， その生き生きとした豆、い出や，驚くべき行為，吉らの詩，

そしてこの上なく強く豊かな思想をもたらしたのでした.それこそ社会にとって無くて

はならぬ基盤と申せましょう. さもないと社会というものは，その土の芥以外には愛者

を感じてつながれるものが思い出の中になにもないことになります.民京の霊史におけ

るこの興味ある時期こそ，民族の青春時代であり，その力がLっとも強く発揮される持

なのです.そしてその思い出は，民族が壮年時代を迎えるにおよんで，喜びともなり教

訴ともなるのです. しかし，われわれにはこのようなものが利一つないのです.最初に

あったものは未開野蛮であわそれが粗野な迷宮的震習にとって代わり，ついで異国の

兇暴にして堕落せる支配を受け， しかもその窮神立そのj去のわが国の国家権力に受継

がれたのでした. これこそわれらが青春の悲しき堅更であります.民族の旺藍t.r.活動，
こころ

精A神の力の湧き上るような働きの時期といったもの;主，全くわれわれには存在しないの

です，かかる持代に相応するわれわれの社会生活の時期;土，生気のない，カなく澱んだ

暗い存在で、満たされています.そのような存在を活気づげるの辻ひとり悪しき行為だけ

でしたし，隷属だけがかかる存在をなだめおさえてきたので、す.われわれの記寵の中に

は魅力ある思い出だとか，壮大なイメージはなく，畏族的{云統の中にも説得力のある教

訴は何ーっとしてありません.われわれの通って来た時代，われわれの占めている地域

を一わたり説めてみてごらん下さい.そこには，魅力ある思い出も，力強く過ぎ、去った

時代を語久生き生きとあざやかに昔を思い出させる立派な記念碑も見当らないことで

しょう.われわれは過去も未来もなしに，完全な停滞の中にあって，この極めて狭い現

在だけを生きているのです. もしわれわれも時には立上ることがあるとすれば，それは

何か共通の幸福を望んだり欲するからではなく， あたかも乳母が差出すおしゃぶ9に立

ち上って手を差しのベる子供のたわいなさ以外のものではありません.

社会の中における人類の真の発展というものは， ある国畏にとってその生活が，初期

の時代の不安定な環境を脱して， より規律立った. 1更手lJで気持よいものにならぬ限り未

だ始まっていないのです.社会が未だその日常のことについてすら確告も規律もなし

にぐらついていて，生活というものが全く整えられていないのに，どうして幸福の芽が

熟することを望めましょう.それはちょうど，地球が現在の状態の前には大きな変動の

中にあったのにも似た，精神の世界の混沌とした動揺とでもいうべきもので，われわれ

は未だこういった世界の中に在るのです.
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にぶく愚かな状態のヰ:に過ぎた， われわれ心初期の時代は，わ，れらの精神におjflJSなる

史跡もとどめませんでLtニ.そしてわ.hわれにヱ，自らの思想が宿るべき如何三る個人

的なものもなく， 人一実員の岳遍的之丞畏と i之無縁の運命によって孤立さ-11-， 人委員が受げつ

いで、来fニ思想、を何一つ摂取することがなかうたのです. しカミし民族の生活が基礎とする

の;土まさにこのような思想であり，民族の未来やその精神的発展が由って来るのも，か

かる思想、なのです. もしわれわれが， f白の之明国民に似た立場を自らに与えんと望むな

ら ~i ， 何らかの方法で， 人類の脅してきた全教育というものをくりかえさねばならない

のです.われわれにとって之，そcためにこそ諸民族の歴史があり，幾世紀にもわたる

変遷の結果があるのです. もとより，この註事二至難であり，多分一人の人がこの大き

な目的を果すことはとても無理な話でしょう. し方通し，何よりもまず初めに， fiISが問題

なのか， 人類のこの教育と辻何なのか， ~つれわれが全秩序の中でどんな位量を占めてい

るかを知らねばなりません.

民族が生活するということ‘主，専らその過ぎ去った幾時代もが後らに刻みこんだ強烈!

な印象と， 地の民族との接触とによるのです. f国人個人が人類全体とのつながりを感じ

るのも， このようにして惑ずるわけなのです.

もし昔のできごとの恵比、出が， 現在を過去に結ひ、っけないとしたら，人間の一生とは

一体何であろうかと， キケロ法申しています.ところが，遺産もなく，われわれよりも

前にこの地上に住んだ人間とは如何なるつながうもなしに， まるで私生子のようにこの

世に来たったわれわれは， 自分自身の存在よりも前の教訓となると，向一つ心に留めて

はいないのです.(ですから〉われわれの一人一人が(人類という〉家族の中で、断たれた

糸をつなぐよう努めねぽなら主いのです. 抱の民族の中で，填習とか本性になっている

ものを，われわれは槌を振るって自分たちの頭の中に叩き込まなげればならないので

す.われわれの思い出というもの法， 昨日ょっ前のものはないのです.われわれは自分

自身にとっても， いわボ抱人なのです.私どもの詩の中においての歩み方といったら，

進むにつれ過ぎ去った)誌の呂が自分にはもう再び域らぬといった奇妙なものです. これ

こそ，輪入と模倣の丈拐が当然に招L、だ結果なのです.われわれには内的発展とか，自

然な進歩とかいったものは何一つあつません.新しい思想、は古い思想、を一掃します.と

いうのも，薪L¥.勺患窓口云るものが古L¥思想、に由来せず， 何処からともわからぬところか

ら来るからです.完全にでき上った思想だ:tを取う入れてきたわれわれには，進歩的な
，思想が精神に亥ねえ込んで， そD力となるところの消し難い痕跡というべきものを頭脳の

中に残すことがなかったのです.われわれは成長こそしましたが或熟すること誌なく，

進む時は斜めに，すなわち， 昌的によ達しない方自に進んでいるわけです.私と、もは，

反省ということを教えられぬ子供の起きものであり，成人したとて自分自身のものは河

一つ持っていないのです.知識とても存在の表面をかすめるにすぎず，魂とて自らの外

にあるのです. まさに， これこそが，私どもの状態なのです.

{雷人と同様に， 民族というものも道語的な存在なのです.年が個人の教育をするよう

に， 一世紀，一世紀が民族に教育を施します. しかしわれわれは，いわば劉外的な民族

なのです‘われわれ;L人類全体の一部を構成するというよりも，世界に大きな教allIを
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与えるためにだけ存在するといった民族の一つで、す. この，われわれが教えるように定

められた教訓が失われることは，決してありますまい. しかし，人類全体の中で-われわ

れが果して， いつの日に自己の道の見出すか，また，われわれの運命の終膏の前に， ど

れほどの苦悩を味あうかは，誰にもわかつてはいないことなのです.

ヨーロッパの諸民族には， あたかも一族といった共通の相貌があります，これらの民

族は，大別してラテン，チュートン，甫歌人，北欧入と枝振に分かれますが，彼らの塵

史に通じている者にとって，はっきり認められる共通の幹によって一つの束に結ぼれて

います.それほど昔のことでなくとも，全ヨーロッパがキワスト教世界と呼ばれていた

ことはご存知でしょう.そしてこのような用語は公法にも用いられていたことです.さ

らにこういった一般的性格以外に， これらの民族の各々は偶有の性格を儲えています.

しかしそれはすべて， もっぱら壁史と伝統に由来しています.つまり，それは民族の思

想の堂襲財産を為しているわけです.そこで法個人個人が自分の分け前を享受L， さ
した苦労も努力もなしに，社会のあちこちに散らばっている知恵を人生の中にかき集

め，用立てています. ところがこれと比べますと，私たちは人生において何とか自分自

身を導くのに役立たせたいと志ってもき 自分たちの基本的な思想の交流の中に一体向を

摂取することができるでしょうか. どうか今私がここで申しているのが，学問とか読書

とか，文学とか科学についてでは全くなく，単に知識の接散についてであることに注意

Lて下さい.つまり私の語っている思想とは，ゆりかごの子供をとらえ，おもちゃの中

に子供をとり囲み，母親が愛撫のの中に子供に教えるような知恵、であり，さまざまな感

情の形をとって，呼吸する患と一緒に骨髄にまで泌みこむ思想，入が世間や社会界に出

る以前にその人の倫理的存在をすでに作りあげるといった患想なのです. あなたはこれ

らの患想が伺たるかをお知りになりたし、とお患いでしょうか.それらは，義務，正義，

権利，秩序といった思想、なのです.そしてこれらの思想は， まさにそれぞれの社会を形

成した諸事件に由来するものであって，その国の社会制度の中に不可欠な要素として入

り込んでいるものなのです.

西ヨーロッパの雰酉気というのはまさにこの中にこそあり，それは歴史とか心理を越

えた， ヨーロッパ人の生理とも申せましょう.わが国には，これに代る何物がありまし

ょうか.主主が今申したことから，人が何か完全無欠なものを引き出したり，あるいは不

易の原理といったものに到達できるかどうかはわかりませぬ. しかし次のことは暁ちか

だと思います.すなわち，自らの思想というものを，社会の中で次第に発展しゆっくり

と磨かれてきた思想に全く接触させることのない国民， ただ単に盲目的に表面だけ，そ

れも極めてしばしば不器用に抱の菌民の模放をすることによってしか，人間精神の全体

的進行に参加しなかった菌民のこの奇妙な状態というものが，国民一人一人の精神の上

に大きな影響を与えざるを得ないということです.

結局のところ，われわれにはある種の確信，精神の中のある種の方法論，忘る種の論

理といったものが欠如しているのです.西欧の三段論法もわれわれには知られていない

ところです. なるほどわが国の最高の頭脳には，軽兆浮薄以上のなにものかがあります

が，最上の思想、というものが一貫性とかつながりを欠いているために，実をむすぶこと
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なく陸惑に終って， 頭の中で萎縮してしまうのです.人間には，自分を先行者や後継者

とつなぐ方法が見仔からないと，途方に暮れてしまろといった性質があります.そうす

ると，すべて確酉としたもの，確信というものが失われてし主うのです.永続するとい

う感情に導かれない時には， この世の中で道を失って途方に暮れてしまうものなので

す.どこの国にも， このように途方に暮れた存在はあり主すが， わが冨で;土それが一般

的な状態なのです. これは，かつてフランス人が非難された軽妙さというものでもあり

空ぜん. この軽妙さというの:土，む Lろ朽事をたやすく理解させる仕方にほかならない

ので，精神の中の広さと元J奈さと相容れぬもので:幻突しでなく? 交:撃の場i二限りたい1憂

雅さ?魅惑を話える之のなので寸，私のいう程芋きと経'Yrとコミ子想というもののな
し、生活の i二での軽ほずみであって， 人類カーら離れた個人の束 a乃間(]i存在 Lか問題に Lな

い L乃なのです.それは主?二， 過去の思ト IB や未.~ミへ乃了予想福二基づく事物の秩序の中 i二

社会生活や信人生活を形作る， 伝来の遺;歪とかち~ J)境開!と三ミ将来日乃足j玉三えといったミ

のを辛J見せぬ軽卒きで丸 i)‘ 思想、とた .r，，~dンといった和三・共通に有するえ乃の遺志J と三事ず:

?さというものを評u百せ点軽宇きなのです. われわれハ頭脳の中i二:ヱ，共通なものは全〈

存在せーたすべて;土めいめし、勝子i二， ふらふらと漂っているといった不二三定な状態にあ

り主ナ.われわれのなざLの中にえ， やIかし力、とわた込りきせんが， jEi芋と Lた，そ Lて

冷子二(不確かなものがあり主すが， これ;之社会的に景乞{まい段階i二ある民族の表i古にや

やむ、ているように思われます f主の国，特i二南方て;土人々の?買っきは実に生き生きと表

情豊刀ゐで， これとわが国民の表情とを較べる!1も荘、に一再ならずわが国の人の押し開;っ

た表清に湾熟としたえのでした.

外国人;主，わが国の下君階級の中i二， ある種/九拝頓者な無鉄砲さを認めて， これをわ

れわれの長所と考えています. L jj，し復らは民族釣i生格のある一つの特徴しか見ていな

し、のですから，全体を判断することはできなL、のです.伎らは，われわれをしてし:乏し

ば患いきって大担不敵にするものが， 同時に深く立入ったり辛棒強く持ちこたえること

を不可詑ならしめている同じ原理だと L、ろことを理解していないのです.われわれを L

て人生の危険に超黙たらLめている之乃が， 同時にすべての善意，真偽についても無関

心た巳 Lめているものであり， これがわれわれか九，完戎への道へと人を押し進めるす

べての原動力と奪っているのだと L‘うことが授らにはわカ・つてないのです. まさにこの

瀬情な無鉄砲さがわが国においては，いうも辛いことです;十とj 上流階級の人々をす

ら，危の菌では最下暑に Lカゐ晃られぬ悪語カるら免がれ撃くしているということ， さらに

たとえわれわれが若い国民の美徳のL、くつカミは持っているとしても， 成熟Lfニ国民の持

つ美癒や高度の文明二全く持っていt.r~ 、ということを， 彼らは理解していないのです.

私えなにも，われわれに注意億L元みな〈弓ヨーロッパの諸富民には美徳しかない十一ど

う刀ゐこのようなことはありませんようにー←ーなと、と申しているのではありません.私が

L 、っているのは諸国民を判断するためには， その存在を形成する一般的精神を学;ぎなげ

ればならないということなのです.何故ならば，民族を道徳的完成と無限の発展へと導

くものは， あれこ，れの注格上の拝設で;ヱなくて， 主さにこの精神のλなのですカ込ら.

大衆というもの;工，社会の頂上i二泣置するある力i二従うものです.大衆自体は思考す
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ることがありませんが，その中の何人かは大衆のために考え， 国民全体の知i主に刺激を

与えてこれを前進させます. 多くの人が感ずる一方で，少数の人が恵比、をこらし，カミく

て全体としての動きが起るわけです. ただ人間としての外貌だけをもっている愚かな幾

つかの種族を除き， このこと法この地上のすべての民族について妥当します.ヨーロッ

パの原初の民族たるケルト人，スカジナヴィア人，ゲルマン人などには， ドルイド，ス

カルド，バ/レ下などといった， 設らなりの力強い思想家主入、ました.あの合衆国の物質

文明が躍起になって滅ぼそうとしている北米の諸民族をごらん下さい.その中にも，お

どろくべき深さをもった者がし、るのです.

では，あなたにおうかがL北、たします.一体われらの賢者は思想家はどこにいるの

でしょうか.今まで誰がわれわれの為に考え， また現に考えてくれているでしょうか.

東洋と西洋という世界の大きな分れEの間にあって，一方の討を中国の上に，抱方の討

をドイツの上においているわれわれは，想橡力と知性という知的本質の二大震理を自ら

の中に融合し，われらの文明の中に世界の歴史を結合させるべきでありますのに。し

かし，持がわれらに課した役割は決してこのことにあったのでiまありませんでした.そ

れどころか，押の畏理誌われらの運命tこ恵比、わずらうことが全くないかのように見えま

す.神はわれわれに関しては，人間精神に対するその慈悲深い行為を垂れ給うことな

く，われらを勝手に放置し，何ごとにあれかかり合いになることを恐れ，われわれには

知何なる教訓をも与え給わなかったのです.年ごとの経験もわれわれにとっては全く無

であり，時代も世代もわれわれには何の果実をも残すことなく過ぎ去って行ったので、し

た.われわれ自身を見ていますと，あたかも人類にとって普遍的な法則というものが，

われわれには全く遥合しないかのように見えます.世の中に孤立しているわれわれは，

世に与えるもの，教えるものとて何ものもなく，人類全体の叡知にただの一つの思想と

て付け加えることがなかったので、した.われわれは人類の精神の進歩に向一つ貢献する

ことなく，むしろそこから得たものをば歪めてしまったので、す.われわれの社会的存在

の最初の瞬間から， 人類全体の福祉のためには向ものも生まれ出でず.われらの祖国の

不毛の土壌から有為な思想、はーっと Lて芽を出さなかったのでした.われわれの環境か

らは偉大な真理は伺いつ生まれることなく，何ごとかを考え出すという労苦を自らに荷

すことをせずに， ただ地の者の考え出したことから，偽りの外見と無益な華麗さのみを

{昔ちて来たのでした.

何と奇妙なことではありませんか.すべでを包括する科学の世の中にあって，われわ

れの歴史は何ものにも結びつかず，向ものをも説明せず，また何ものをも証明していな

いのです.あの世界を震糖、させた遊牧の民が， もしヨーロッパに突入する前にわれわれ

の住む土地を横切ることがなかったならば，われわれは世界史にただの一章をも附加す

ることがなかったかも知れません.われわれが，ベーザング海峡からオーデ、ル)11に至る広

大な地域を占めていなかったとしたら，注目されることすらなかったかも知れません.

かつて津大な人物1)が，われわれを文明化せんと試みたこともありま Lた.そして知

識に対する興味を喚起させるために，われわれに文明の外套を投げかけたので、した.し

かし，われわれは，その外套を拾し、上げこそしましたが，文明にまで手が屈くことは全

。ピョートノレ大帝を指す勺
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くなかったので‘す.また5jrjの折に一人の偉大な皇帝1)が，そのた栄ある使命にわれわれ

をも関与させんとして， 勝手Ijをもってわれらをヨーロッバの塙元金ら端主で導いたことも

あります. しかし. ut界中で最も文明開花した冨々を通って， この凱誌の行革から自分

のl霊に係った時われわれが持って来たもの:Lもろ Lろの豆、恕と渇望だけであり，しかも

その結末はわれわれを半世紀も逆戻りさせるという大きな不幸iこは刀ミならなカミったので

す. とうもわれわれの血の中には，すべて真の進歩というものを拒絶する何物かがある

ようです. つまりわれわれは，はるカイ麦の置のそれを理解し得るもののために， f可か大
きな教訓を与えるためだけ生きてきたし，現に生きているように豆、われるのです.人が

何といおうと， 今訂われわれは結神的之秩宇の中にブランクを{下っているのです.この

~えたちの社会的存在の驚くべき空しさ， 五立t二対Lて;之， f二三呆炊き失するのみです.

そこにはたしかに， しかとほ認め実色、逗命J〉f主主らというヰのもありましょうが，同時に

精神の位界のとこにもあるような， 人間乃花富山事色、なく存在します.ここで再ひ、産史

にたずねてみましょう.歴史こそがえ長と L‘うものをよ兎明する Lのなのですから.

活動的な北方諸民族の野蛮さと， キりスト去乃高い思想との間二殺が行なわれている

中で，近代文明の体系が形成されたわげで寸乙，そ V~l時われわれは何をしていたでしょ

うか. 運命のさだめに圧倒されて，諸民族J勺ふ三ぺ、蔑λろは家乙るあわれなビザンチン

の中に，そのわれわれを教育するようになった三偉的境範を求ゐたのでした.それより

も少し前に一人の功妙心に駆られた者 2)が，全世界の同隠から民枝九哀をヲi離したの

で， われわれが摂取したのはこのように人苛の慣熟によって歪められた思想だったわげ

です. 当時のヨーロッパはといえば(神・教会乃〉単一性のj毒事iな原理によってj舌気づ
いていました.すべてがこの原理から出で，すべてはこ.!lに'号していたのでした. 当

時，すべての思想の動きは人間の思想の単一性を告ljり出すことのみを吉指してい主し

た.すべての動機が普遍的な思想を求めるこの力強い要求にもとずいていましたが， こ

れこそ近代の持質なのです.そして，この禁事;すべき原理から無縁であったわれわれ

は，結局は征服の餌食となったのでした. もしもわれわれが人類全家族から切り離され

ていなかったならぽ， 異匿のくひ、きカるら脱した時に，当時の西欧の同胞の中に咲き誇っ

ていた諸々の思想を利用することもできたかも知れません. しカ aし実際には，われわれ

の諮ったのは解授という事実によって浄化されて， よりきひしいものとなった奴隷制だ

ったので、す.

当時， ヨーロッパにおいては，その上を覆っていた暗悪の寵からすでに議事目した光が

差しこんでいました.今日，人間精神が誇るところの知識の大部分は当時の精神の中に

すでに予知され，社会の性格はすでに決主り，異教的古代を反省、しつつキリスト教世界

は未だ有していなかった美の形式を見出したのでした.分離せる教会の中に閉じこもっ

ていたわれわれには， ヨーロッパで起った如何なるできごとも届かず，世界の大事にお

いてわれわれには解決すべき何ものもなかったのです.宗教が近代において諸民族に与

えたすぐれた資質というものは，健全な理性の白から見て，古代人がホッテントットや

ラプランド人よりもすぐれている如く，近代人をして古代の人々よりもすぐれたものに

1 ) アレクサンドノレ一世を指す
2) Photius (ゲノレシエンゾンの注〉
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しています. しかしこのようなすぐ、れた資質，人間の知性を豊かにしている新しい諸形

式， さらには武力なき権威の服従によって，かつて野蛮であった風習が温和なものに代

ったということ， このようなものは一切われわれの国を素通りしてしまったので、す.名

前こそキリスト教徒ではありますが， キワスト教が，その聖なる創造者によってつけら

れた道を幾世代にもわたっておごそかに歩んだ時，われわれはといえば，徴動だにしな

かったのです.世界が全く新たに再建された時にも，わが国で、は何一つ築かれることな

く，私どもは小さな梁と藁で葺いた茅屋の中に身をひそめていたのでした.要するに，

われわれのためには人類の新しい運命は実現されなかったのです. キリスト教徒と呼ば

れこそしていますが， キリスト教の果実はわれわれのためには実ることがなかったわけ

です.

ユニークな精神力の現噺かつ甚接な働きによって， 徐々に為されて来たヨーロッパ諸

民族のこの進歩というものを， それがどのようにして形成されたかということを問いた

だす苦労をせずに， よくわが国の人が考えるように，一挙にわがものとすることができ

ると推測することは道理に反することではないでしょうか.

キリスト教には教理の基本的部分をなす，純粋に歴史的な傑面があるのですが，その

中にいわば， キリスト教の全哲学が含まれていないことを見ませんと，キザスト教につ

いて向も理解していないことになります. なぜ、ならばこの側面こそ，キリスト教が人間

のために為してきたこと，将来も為すであろうことを，われわれに示すものなのです.

このように考えますと，キリスト教というものは，人間精神のうつろいやすき諸形式の

中にあって，一つの倫理的体系で為るばかりでなく，知的世界の中にあって普遍的に働

く，神聖にして永遠な力であり，その呂に見えぬ働きこそわれわれにとって絶えざる教

言iIにちがし、ないのです.信経の中に述べられた，普遍的にして唯一の教会を信ずるとい

う教理の意味は， まさにかかるものなのです.キリスト教世界にあっては，すべてが必

ず地上における完全な秩序を打建てるべく協力すべきですし， また事実協力してもい

るのです. さもなくば，主が永遠の後までその教会におわしますという.主の御言葉

が，事実によって否定されることになります.それならぽ，主の嘆いによる新しい秩

序，神の王国というものが， この寝いによって消波さるべき，古き秩序，悪の王国と何

ら異ならないことになりますし，完壁といっても哲学者が夢想し歴史の各頁が打消す完

成にすぎず，物資的要求しか満たさずに，ただより深い深淵の中に人間をせき立てるため

にだけ人間をほんの少し高めるといった，精神の空しいあがきがあるだけになります.

しかし果してわれわれはキリスト教徒ではないのか， ヨーロッバ流の仕方でしか文明

化することはないのであろうか， とあなたはおっしゃるかも知れません.疑いもなくわ

れわれはキリスト教徒です. しかしエチオピア人もまたキリスト教徒ではあちますまい

か. またたしかにヨーロッパ流のやり方以外の方法で文明化することもあり得ましょ

う.わが匿のある人の言を信じなければならないとするなら， 日本はロシアよりも文明

化していることになりますから. しかしあなたは，エチオピア人のキリスト教や日本人

の文明が，私がたった今申しました，事物の秩序と打建てるものであり，人類の最終的

な宿命であるとお考えになりますでしょうか.果してあなたは， このように神と人間の
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真理から愚かにも逸脱することが，天国を地上にもたらすことだとお考えでしょうか.

キリスト教の中には，はっきりと異った二つの面があります.一つは個人に対する，

他は普遍的な知性に対するその働きかけです.それらはおのずと至高の理性の中では一

つに溶け合っていて，必然的に同ーの自的に着帰し主す. しかし神の叡知の永遠の思召

が実現される期間というものは，われわれの限りある視界には入らぬものですから，わ

れわれは人間の一生という与えられた期間内に示される神の御業と無限の中でのみ為さ

れる御業とを区別せねばなりませぬ.長郎、の御業が最終的に成就される日には，すべて

の心，すべての精神が，たった一つの感情，たった一つの思想となり，民族や宗旨を隔

てている壁は打ち倒されることでしょう. しかし今呂重要なことは，各人がキリスト者

全体の使命の秩序の中で如何なる位置を占めているのか，すなわち，全人間社会が百指

す目的に協力するためには， 自らの中に，また自らの身のまわりにどのような方法があ

るかを知ることです.

したがって， この昌的が達せらるべき社会，すなわち神のさとし給うた思想が成熟し

完成すべき社会においては，精神の働きの中に必ずや一連の思想が存在します.このよ

うな思想，精神的な環境というものは， 当然に，ある生活形態や世界観を生み出しま

す.それらは， ヨーロッパの人間についてと同様，われわれについても各人においてそ

れぞれ異つてはいても， 同ーの生活様式を創り出すもので， これこそあらし争る清熱，利

害，苦難，想像力，理性の働きがあずかつて力あった，十八世紀の大いなる知性の働き

の結果なのです.

ヨーロッパのすべての民族は， 時代の中を手iこ手を携えて進んで来ました.今日夜ら

が自己流のやり方でどのようなことをしているとしても，所詮後らは同じ途の上にある

のです. これら民族一家の発展を知るためには，別に壁史を研究する必要もないでしょ

う. タッソーをお読みになるだけで，すべての人がエノレサレムの域壁の下にひれ伏して

いるのをご覧になることでしょう. どうか豆、い出して下さい.十五世紀もの開設らは，

ただ一つの言葉をもって持に呼びかけ， ただ一つの精神的権威，ただ一つの確信しか持

っていなかったのです.十五世紀もの詞，長年，同じS，同じ詩間;こ，同じ言葉でもっ

て，すべての人々がそのいと深き御恩みの中の栄光を讃えんと，その声を一斉に神に向

けたことをお考えになってみて下さい.物質界の調和よりも千倍も崇高な，何と驚くべ

き同調でしょう. ところでヨーロッパ人が住んでいるこの環境こそ，人類がその最終の

呂的に到達し得る唯一の場であっ， しかもそれ1宗教のおよぼした影響の結果なのです

から，次のことは明らかです.すなわちもしわれわれの詰仰の弱さや教義の不完全さ

が，今日まで、われわれとして，キリスト教的社会思想が発展し形成されたこの全世界的

運動の外に留めおいたり， さらにはわれわれをして，キリスト教の完全な或果というも

のを関接的に， それもおくれてしか役立たせることのできない民族の中に入れるとする

ならゴ，われわれはなんとしても自らの信仰を蘇らせ，真にキリスト教的な推進力を自

らに与える必要があります.何故ならヨーロッパにおL、ては，すべてはキリスト教によ

って為されたのですから.私があなたに対して，わが自において全人類的教育を再び始

めねばならないと中しました持， 私の申し上げ、たかった・ことは以上のようなことだった
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のです.

近代在会のすべての歴史は〈人々の〉意見の上に形成されます.ですから真の教育も

この場において為されるので、す.そもそもの最初から， この基礎の上にうち立てられた

社会は，思想、によってしか進まないものです.そこでは利害というものは思想の後に来

るものなので，思想より先走ることは決してありません.常に人の意見が利害関保をう

み出すのであって，利害が人の意見を引き来すことは決してないのです.またそこでは

すべて致治的な革命ら精神的な革命原理の中でしか起りません.人々は真理を追求しつ

つ，自由と安寧とを一緒に見出したので、す.近代社会とその文明の現象は， このように

して説明され得るものであって，それ以外の方法では全く理解できないものなのです.

宗教的迫害，殉教，キリスト教の布教，異端，宗教会議， これらこそはじめの幾世紀

かを彩ったで、きごとでした. この時代全誌の動きというものは，野蛮人の侵入をも含め

て，近代精神の揺藍期の努力と結びついています.ついで第二の時期を彩るものとし

て，階級の形成，精神的権威の中央集権化，北方諸国におけるキリスト教の絶え間なき

伝播があげられます. これらについで，宗教的惑i育の最高震の昂揚，宗教的権威の強化

がありました.古代の選良民族の壁史と同じように，近代人の堅史をも聖なる歴史と呼

んで， これを完成させるものは，知性の面での哲学・文学の発展と，宗教における風

俗・習噴の純化なのです.そして最後に再び宗教的反作用があって，人間精神に対して

宗教が与えた新たな飛濯が社会の今日の様相を決定づげたので、した. このようにして，

近代の諸民族にあっては唯一ともいえる主たる関心;ヱ，常に人々の考えの中にのみあっ

たので、す.物費的な，実利的な， 1固人的利害というものはすべてこの中に吸収されてい

たのでした.

私としても，かかるより高き完成を目指しての人間の本質の飛寵を，人が狂信とか迷

信とか呼ぶことは知っております. しかし人が何とそれを呼ぼうと，全くもって唯一つ

の感情の所産たるこの社会的発展が，諸民族の性格の中に善悪を関わずどんなに深い刻

印を押したかを一つお考えになってみて下さい.宗教戦争や，不寛容によって点火され

た火荊の薪の山に対して，皮相的な哲学がどんなにわめき呼ぼうと，好き勝手にさせて

おけばよろしいのであって，むしろわれわれ辻，もろもろの意見の混乱と，真理のため

の血なまぐさい争いの中に，一つの思想、の世界を自らのために作りあげた民族の運命を

ただただ羨望するだけなのです.かかる思想の世界というものを，われわれは，現在望

んでいるように自らの骨肉と化することができないのみか，それを想いみることすらで

きないでいるのです.

もう一言申しますならば，理性とか籍、とか宗教とかが，必ずしもヨーロッパのすべて

の国に浸透しているわけでは決してありません. しかしヨーロッパにおいては，何世紀

もの間すべてが，至上の権威をもって君臨して来た一つの力によって玄妙に支配されて

来たのです.そこではすべてが社会の現在の状態を産み出した諸事実，諸思想の長い連

繋の結果になっているのです.就中次のことはその証拠と申せましょう.容貌について

は最もはっきりと{題性的で，制度については近代精神をこの上なく明察に刻みつけてい

るイギリス人には，適切に申せば宗教の歴史しかなかったので、した.彼らの自由と繁栄
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がお寵を蒙っている最近の改革1)'l，へンリ一八世にまでさカるのほる， こり革命をもた

らした一連の諸事件と同じように，宗教的発展にほかならないものなのです.すべての

時代を通して，純粋に政治的な利害と L、うも乃は第二義的な動機にすぎず，時には全く

諮え失せるか， さもなく ;i!思想、の犠牲に{共されたのでし た.この子紙を書いている現在

でも 2にこの選ばれた菌を動かしているのは未だに宗教的関心なのです. しカる Lもし人

が理解する労をいとわないならば， 一般的に申しまして， ヨーロツノえの諸問尺のfi1で一

体，その民族的自覚の中に， 宗教盟、想の形をとったところの常に生命を賦与する原f聖子こ

る， またその存在の全時期を通じてその社会的存在の魂でもある， この特徴的な要素を

克出さなかった国民が果してあったでしょうか.

キリスト教の掛きというものは， 氏して人間精神におよほす亘接， .11口座の影響 f二~-;-に

限られるものではありません.それが生むべく運命づげられた露大な成果ユ，蕪i良の倫

理的，知的，社会的結合の結果にほカ主ならず， 人間精神の完全な自由は必ずこの結合の

中に可能な方、ぎりの広さを見出すはずです. したがって，今世紀の第一日から， という

より正しくは救世主がその授徒たちに 全苦界を巡りてすべての造られしものに福音を

宣伝えよ」ぬとおおせらたれその瞬間ヵ、ら為されたすべてのことは， キリスト教に対

するあらゆる攻撃をも含めて， キザスト教の{動きというこの広い考えの'-1"に完全に入っ

てしまうのです. キリストの予言が実現されることを信ずるためには，自覚していよう

といまいと， 告発的たると否とを関わず，すべての人の心の中iニキりストの力がまんべ

んなくおよんでいることを見れば足りるでしょう.です元冶ら，今日のヨーロッ λ 社会の

中には， たとえ不完全なもの，欠点ある Lの，名めるべきものが幾多あるにも拘らす，
それでも神の王国がある程度は実現したといえるのではなレでしょうか. なぜならば，

ヨーロッパは自らの中に， その無限に発展する!京理を含み， また将来この地上において

確匝として立つベく必要なすべてを， 萌芽とか要素の形で所有ーしているのですから.

奥様， この宗教の社会におよほす影響についての考察を終る前に，かつて立があなた

のご存知ない著作の中で、語ったことをここに書き写すことにL、たしfニL、と思います.

私(之次のように中しました.すなわち， とのような仕方であれ，たとえ争うためであ

っても， 人間の思想が関わるところ至るところに，キリスト教の働きを見ない限り，人

はキリスト教についてのはっきりした考え方を持っていないということです. キリスト

め(罪名を口にする時， 人は荷をしていてえ，この詰i名によってのみ心をとらえられるの

です. キリスト教の聖なる起娠をはっきりと理解させるためには，その絶対普遍性にま

さるものはありません.それl主キリスト教を Lて可能な限りの方法で人々の魂の中に入

りj主主せ， それとわヵ、ちね間に人々の精神を Lっカると捕え，人が全力をあげてキリスト

教と争っている時にすら， カミって晃ざりし真理を人の知性に導入し。かつて惑じざりし

感動を心にそれと感じさせ， 気づかぬ間にわれわれを一般的秩序の中に据えるように恵

↑吉をβ通き立てることによって， 人の梧神を支配し報させるものなのです.このようにキ

リスト教によって， 人間一人一人の?を割:主決められるとともに，すべては唯一の吾的に

1) 1829年 〈ゲルシエンゾンの注)

2 ) 解説注ラーを参顛

3 ) マノレコ伝. XVI， 15 
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向かつて協力するのです. このようにキワスト教を見て来ますと，キリストの予言の一

つ一つが明白な真理になってきます. こうしてみますと，主の全能の御手が人間の自由

を侵したり，その本来の力を無力化するどころか，人の能力を無限にまで高め強めなが

ら，人びとをしてそれぞれの運命に導く，全能の縄手の働きが，はっきりとわかってきま

す.ですから，たとえ新らしい説震のもとにあっても，すべての精神的な京理は以前と

同様に働らき， 思想のこの上なく創造的な力や，惑情のはげしい高揚，さらには力強い

魂のヒロイズムや， おだやかな精神の恭頓さなどといったすべてのものが，キリスト教

の中にその占むべき位震と適応とを見出すこともおわかりになることと患います. キリ

スト教思想というものは， あらゆる理性的な存在に理解されて，われわれの心臓の鼓動

の一つ一つの動きとともに一一それが何について脈打つものであれーーすべてを告らの

伴侶にして，途上で出会う障害すら利用しつつ強大になって行く行くものです.かかる

天啓の思想は天才にあっては，抱の人間の到達できぬ高みまで達せしめ，謙恭記入の場

合には，手探りながら歩調のとれた落着いた足取りで、前へと進ませるものなのです.さ

らにまたそれは，震想的な人にあっては深遠にして絶対的な思想となり，想議力に満ち

ている魂においては天駈けるイメージによって富んだものとなり，愛するやさしい心で

は慈悲と愛とに変乙，そしてこのような患想に身を委ねた人においては，その人の知詮

をば情熱と力と明断さとをもって議しながら， 力強く前進するものなのです.如何に様

々の資質が， どんなに多くの力がこの思想によって動かされていることか，如何に多く

の異なった才能がたった一つのものを創造しつつあることか，そして異なって作られた

どんなに多くの心臓が， このたった一つの思想に振打っているかをご覧になって下さ

い. しかも社会全般に対して{動く，キリスト教の細業はこれよりももっと素晴らしいも

のです.新しい社会発畏の絵巻物を誌げるならば，如何にキリスト教が人間の利害全体

をばその本来の利害にかえたち， いたるところに物質的要求を精神的要求にかえること

を見ることでしょう. また人はそこに，患想の額域におけるかつて如伺なる時代，如何

なる社会にもその例を見ないこの韓大な戦，すなわち，その国民の全生活が一つの大き

な思想，無謀の惑情となった思想と思想、の争いを見ることでしょう.個人生活も社会生

活も家庭も祖国仏科学も詩ふ理想も想像力も，思い出も希望も，喜びも苦悩も，す

べてがキリスト教に，それのみに場することをご覧になることでしょう.神ご自身によ

ってこの堂に印されたこの偉大な動きの中に， 自分がなしとげた結果を身をもって味わ

うことのできた人びとはまこと幸せなるかなと串せましょう. しかし辺、ずしもすべての

人びとが能動的に自覚をもって行動しているわけではありません.大衆というものは，

告らを動かす力を自覚することも， 自らが押しやられている目的をもかい間見ることす

らなし生命としてなき原子，愚かな群衆として盲目的に行動しているだけなのです.

今や奥様， ご自身のことに立ち戻るべきでございましょう.しかし私にとっては， こ

の一般的な考察から離れることは難しいことだと申さねばなりません.私はこの高みよ

り眼前に関かれた絵巻物の中から，すべての思めを引き出しているのです.自分を取巻

くいとうべき現実に悩まされつつも， もっと澄んだ空気を吸って， もっと晴れ晴れした

空を跳めなければと患いながら，私はこの人類の未来の幸福についての甘い確信の中に
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身を遊げているのです. LかL私はあなたのお時間を邪魔したとは患っておりません.

私に辻あなたに対してキリスト教世界をどこ力ミらどのように見るか， またこの世界でわ

れわれを一体何をしている J:;かをお知らせする必要があったので、す.わが国に対する私

の語り口が厳しいものとお思いかも知れませんが，私えただ真実を語っただけで、すし，

それもすべての真実を語りつくしたというわけで、すらないのです.それにキリスト教的

理性は，人に如何なる種類、の理性の曇りをも許さぬものですが， なかんづく，民族的橋

克は何よりも人と人とを離反させる故に許さぬところなのです.

奥様， どうやら大変長い手紙になってしまいました. ここらで二人とも一息入れる必

要がありましょう.私;主当初，申し上げたいことは二言三言でL北、尽くせると思ってお

りましたが， 思、いかえ Lてみますと， このことについては覆に一巻の書物をも著わせる

ことに気づきました. どうかこの企てがあなたをお気に入るか申して下さいますよう

に. しかしそれ辻それとして，私どもはこの主題に取り掛ったばかりですから，あなた

は第二の手紙をどうしてもお受取りにならおiぎなりまぜん. さし当っては， この第ー

の手紙の冗慢さを， 私が返事を長レことお待たせしたつぐなL、とお考え下されぽ幸甚で

す. あなたからのお手紙を受取ったその自にも，私は早速に筆を執ったのでございます

が， 当時私の心はいとうべくうんざりする心配ごとで一杯だったものですから，かくも

大切なことについてあなたにお手紙を書く前に，そのような雑用を先ず片付けてしまわ

ねばならなかったので、す.そしてその後で，全く判読できない私のなぐり書きを清書し

なければなりませんでした. この次はこれ程長くお待たせすることはなかろうかと存じ

ます.早速明日tこも筆を執る所存でございます.

ネクロポリス 1829年 12月工司
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